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公益財団法人８０２０推進財団 

令和１年度 歯科保健活動助成交付事業報告書抄録 

１．事 業 名： 姶良地区三師会（医師会・薬剤師会・歯科医師会）による糖尿病・ 

歯周病連携事業 

２．申請者名： 公益社団法人 姶良地区歯科医師会 会長 竹ノ内 哲 

３．実施組織： 姶良地区歯科医師会、姶良地区薬剤師会、姶良地区医師会 

４．事業の概要： 

平成３０年度事業を基に、糖尿病治療薬を服用している方々を対象に、歯周病のセルフチェ

ックを実施し、歯周病の罹患が疑われる場合、歯科の受診を勧奨する。受診者に歯周病検診及

び個々の進行状況に対応した治療を開始し、同時に、糖尿病手帳を用いた糖尿病主治医との連

携を行う。また行政と連携し特定保健指導時の要糖尿病治療患者に対しても啓発をし、歯科受

診の勧奨を行う。 事業実施後、受診患者数、糖尿病手帳の利用状況、患者動向について集計し、

次年度以降の事業の検討の基礎資料とする。 

５．事業の内容： 

  ア、治療薬を服用している患者を対象に事業を行った。メディア、媒体を用いて住民への啓発

活動とした。期間中（２週間）、調剤薬局において、対象者に歯周病のセルフチェックを実施し、

歯周病の罹患が疑われる場合、歯科受診を促す。（チェックリスト配布枚数３５０枚）紹介され

た受診者に歯周病検診と進行状況に応じた治療を開始。歯周病治療を開始した患者の糖尿病主

治医との糖尿病手帳による糖尿病連携パスを開始。（セルフチェックによる診療開始者１名、糖

尿病手帳及び連携ツールの使用患者数６０名）イ、特定健診の要糖尿病治療患者に特定保健指

導において歯科受診の指導の勧奨を行政保健師にお願いした。（啓発用チラシ配布３５０枚） 

ウ、本事業を題材とした特定保健指導時の始動用媒体の作成をした。 

６．実施後の評価（今後の課題）： 

  ① 広報の方法及び実施期間について 

事業に参加する６機関の事業に関するコンセンサスを得るには、相応の時間が必要とした。今後の

事業では、十分な検討期間を設定する必要がある。  

② 事業参加者に必要な歯周病に関する知識について 

今回の事業においては、昨年と同様、薬剤師が対象者と対応し、受診勧奨を行う方式であったが、

薬剤師会が独自に研修会の開催をして頂き、この点は進められた認識でいる。行政保健師への研修会

がコロナ感染拡大防止により開催できなかったため来年度以降への課題となった。  

③ 受診行動に結び付けるため   

チェックリスト配布枚数３５０枚に対し、セルフチェックシートを持参者は、僅か１名であったが、

既に歯科を受診している対象者も多く認められた。昨年度よりさらに多くの連携がなされていると考

えている。本事業の目的は、口腔に関心がない糖尿病罹患者に、歯周病と糖尿病との相互作用を理解

していただき、適切な歯科的介入がなされる環境を整備することで、糖尿病重症化予防の一助となる

ことである。本年度作成した身近な題材による漫画による効果を今後期待したい。       



 

 

 


